
＜在籍児童　145名＞
①地域の行事に積極的に参加したい。

②美山の人からいろいろなことを学んでいる。

③美山のことをもっと知りたい。

④自分の目標や、めあてを持ってがんばっている。

⑤学習内容がわかり、学習したことができる。

⑥先生や友達の話を最後までしっかり聞いている。

⑦授業でのペアやグループでの学び合いは楽しい。

⑧話し合いのときには、自分の意見をよく発表している。

⑨先生は、あなたをよくほめたり、励ましたりしてくれる。

⑩宿題や家庭学習をきちんとしている。

⑪読書（本を読むこと）が好きである。

⑫体を動かすことが好きで、体力作りを心がけている。

⑬いじめやけんかがなく安心して学校へ行っている。

⑭人を傷つける言葉や態度に気をつけている。

⑮きまりや約束をしっかり守っている。

⑯当番や係の仕事をきちんとしている。

⑰家族や地域の人に気持ちよくあいさつができる。

⑱仲間のために力を発揮して、役に立てたり、喜んでもらえたりしたことがある。

⑲自分の良いところを知っている。

⑳友達や仲間の良いところを知っている。

㉑今、心配な事や悩んでいることがある。

令和4年度後期　児童アンケート集計結果（２月末実施）

前期の児童アンケートと同様、多くの質問項目で、肯定的回答が８割を上回っており、概ね学校生活に満足していると考えられます。特に、美山の人
からいろんなことを学び、さらに美山のことを知りたいという意欲を持っています。美山学等の取組を通して、地域の方々にたくさんのことを教えていた
だき、児童の学びにつながっていることを実感します。グループ学習などを楽しいと思える反面、自分の意見を発表する自己表現にかかわる質問の肯
定的回答は引き続き低いといえます。また自分の良いところを知っているかという自己肯定感にかかわる質問の肯定的回答も前期に引き続き低いと
いえます。そして先生はよくほめてくれるか、読書が好きかという質問の肯定的回答は前期よりも少し高くなりました。これらの結果を受け、自己有用
感や自己肯定感などの非認知能力をさらに高めていけるように、授業改善を行い、学習中や取組を通した集団でのかかわりの中で、一人一人の子ど
もが活躍できる機会を設定し、適切な言葉かけを心がけ、児童に成功体験を積み上げていけるようにしたいと思います。読書活動に関しても、「心を育
てる」視点から、児童がさらに本に親しめるように、読書活動を推進していきます。今回のアンケート結果を真摯に受け止め、すべての児童が安心して
学校生活を送れるよう授業や取組の改善に努めていきます。

南丹市立美山小学校

5%

66%

46%

48%

50%

59%

36%

58%

57%

51%

51%

46%

43%

31%

56%

39%

42%

41%

67%

60%

51%

8%

23%

24%

31%

36%

33%

45%

28%

29%

30%

22%

39%

33%

34%

28%

48%

39%

42%

21%

30%

34%

12%

4%

11%

12%

12%

6%

13%

10%

9%

12%

12%

9%

12%

22%

9%

9%

13%

12%

7%

7%

12%

58%

1%

11%

4%

1%

0%

1%

1%

2%

6%

13%

3%

4%

11%

5%

1%

3%

4%

3%

1%

1%

10%

6%

8%

5%

1%

2%

5%

2%

3%

1%

2%

2%

7%

1%

2%

3%

3%

1%

1%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
そう思う ややそう思う あまり思わない 思わない わからない


